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市町村、県民、事業者などの行う環境保全活動を情報面から支援す

るため、パソコンを用い、地球的規模の環境問題や県下の環境の現

況などグラフ・マップなどによりわかりやすい形で、かつ簡単な操

作で学習できる環境教育ソフト「かんきょう９７」を作成した。

１．はじめに

環境問題はかつての産業型公害から生活排水

による水質汚濁、自動車交通公害、ごみ問題な

どの都市・生活型公害や地球温暖化、オゾン層

の破壊、酸性雨など地球的規模に拡がりを見せ

ており複雑化、多様化している。最近では廃棄

物焼却炉から排出されるダイオキシンや平成９

年１２月に開かれた「気候変動枠組み条約第３

回締約国会議 （ＣＯＰ３）などが新聞・テレ」

ビのマスコミに取り上げられ、環境問題がます

ます身近になっている。

これらの都市・生活型公害、地球的規模の環

境問題は、日常生活や社会経済活動と深く関わ

っており、一人ひとりが環境との関わりを正し

く認識し、環境に配慮した生活を目指す努力が

必要である。

また、複雑になっていく環境問題を解決し、

快適でよりよい環境を創造するためにも環境教

育の推進が一層重要となる。

こうしたなか三重県では平成９年６月に「三

重県環境基本計画」を策定し、その中で「人と

環境の関わりについて理解と認識を深め、全て

の人びとが責任ある行動をとれる社会を目指し

ます 」 と述べ、環境教育・学習の推進を目。 １）

標として掲げた。

このような状況から、当環境科学センターで

はコンピュータによる環境保全支援システム開

発に着手し、県民・事業者等を対象に簡単な操

作で環境問題を理解できる環境教育ソフト「か

んきょう９７」を作成したので、その概要につ

いて報告する。

２．開発環境

２.１ オーサリングソフト

作成に用いたソフトはマクロメディア（株）

のAUTHORWARE3.5J（以下 オーサウェア）とい

うオーサリングツールである。このソフトは汎

用的なプログラミング言語を使わずにアプリケ

ーションを作成できる機能を有している。

オーサウェアにおけるプログラミングは、あ

る手続きをコンピュータに命令する時、コマン

ドを記入する代わりにグラフィック テキスト、 、

サウンド、デジタルビデオなどそれぞれ決めら

れた作業をオーサウェアに命令するアイコンを

使用する。プログラムを組み立てるデザインウ

ィンドは、アイコンとアイコン間の関係を表す

フローラインで構成されている。したがって、

アイコンをフローラインに並べ、アイコンにグ

ラフや写真など素材を組み込むだけで、オーサ

ウェアがその流れに従ってプログラムを実行し

ていく 。図１に開発画面を示した。２）

なお、オーサリングとは本来教育用ソフトを

効率よく簡単に作成することであるが、最近で

はマルチメディア情報を関連づけてソフトを構

築する作業全般をいう 。３）

２.２ ソフトの作成環境

作成環境は表１のとおりである。なお、画像

ファイルはビットマップ（BMP：WINDOWS画像フ

ォーマット）形式により保存したので他のプロ

グラムでも利用することができる。

＊：紀南県民局生活環境部、熊野市井戸町３７１
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また、オゾン層の破壊に関係する用語解説や

オゾン分子破壊のメカニズムも作成した。

２ 「酸性雨」）

家庭、工場、自動車などから排出される硫黄

酸化物などが大気中で硫酸などの酸性物質に変

化し、それが雨にとけ込んで地上に降る様子を

表示した。酸性雨に関連する用語の解説も作成

した。

３ 「地球温暖化」）

太陽熱の収支バランスについて、平常時の状

態と温室効果ガスが増えた状態を比較してイラ

ストで表示した。温室効果および温室効果ガス

の用語解説も作成した。

図６～８に「オゾン層の破壊 「酸性雨の解」、

説 「地球温暖化イメージ」を示した。」、

（４）大気汚染

大気汚染の防止は従来から重要事項として取

り組んでいるが、ここでは大気汚染における代

表的な項目として 環境基準 常時監視 自「 」、「 」、「

動車交通公害」及び「大気汚染防止」を取り上

げた。図９に選択画面を示した。

１ 「環境基準」）

環境基本法に定められている環境基準及び三

重県独自の環境保全目標を示した。

２ 「常時監視」）

県内を５つの地域 北勢 中南勢 伊勢志摩（ 、 、 、

伊賀及び東紀州地域）に分けて測定局毎の過去

１０年間の二酸化硫黄及び二酸化窒素値の推移

図 ４ メニュー画面

をグラフ表示した 一般環境測定局：２４局。（ 、

自動車排出ガス測定局：５局 ）。

３ 「自動車交通公害」）

三重県における自動車交通公害の取り組み状

況および低公害車について表、図、写真などを

用いて説明した。

４ 「大気汚染防止」）

工場から排出される煙をモデルとして、処理

を講じていない場合（低い煙突、高濃度の煙）

と処理を講じた場合（高い煙突、低濃度の煙）

の煙の拡散状態を比較して表示した。

また、現在の大気汚染防止の取り組み状況も

示した。

図１０～１５に 「常時監視全域図 「常時、 」、

監視地域図 二酸化窒素濃度変化グラフ 環」、「 」、「

境基準一覧 「低公害車一覧表 「大気汚染モ」、 」、

デル」を示した。

図 ５ 地球環境選択画面

図 ６ オゾン層の破壊
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図７ 酸性雨の解説

図８ 地球温暖化イメージ

図９ 大気汚染選択画面

図１０ 常時監視全域図

図１１ 常時監視地域図

図１２ 二酸化窒素濃度変化グラフ
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図 １３ 環境基準一覧

図 １４ 低公害車一覧表

図 １５ 大気汚染モデル

図 １６ 水質汚濁選択画面

（５）水質汚濁

水質汚濁は海や河川の汚れや水道水のカルキ

臭など身近な問題として感じることが多い。こ

こでは「水の一生 「三重の水質」を取り上げ」、

た。図１６に選択画面を示した。

１ 「水の一生」）

絵に動きを持たせることにより水が常に循環

していることが感じられるように作成した。

また、グラフで水道水の給水量や用途別水量

の推移を表示し、水の使用量が増加しているこ

とを見せることにより節水を認識するよう作成

した。

２ 「三重の水質」）

県内を５つの地域 北勢 中南勢 伊勢志摩（ 、 、 、

伊賀及び東紀州地域）に分けて測定地点毎に平

成３年度～８年度の生物化学的酸素要求量（Ｂ

ＯＤ）および浮遊物質量（ＳＳ）の変化をグラ

フ表示した。

図１７～２０に「水の一生 「全域図 「地」、 」、

域図 「ＢＯＤ変化グラフ」を示した。」、

３.４ 検討課題

まず、グラフの表示について２つの方法を検

討した。

１つめの大気汚染の「常時監視」のグラフで

は、マイクロソフトのExcelで測定局および測

定項目（２９局、２項目）ごとに５８枚のグラ

フを作成し、一枚ずつアイコンに組み込んだ。

そのため作業量が大きくなってしまった。
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図 １７ 水の一生

図 １８ 全域図

２つめとして、水質汚濁の「三重の水質」で

はオーサウエアのモーションアイコンという機

能を利用してグラフを作成した。このアイコン

は図・表の移動命令機能を持ち、移動範囲や速

度が数値データで指定できる。この機能を使え

ば測定項目別（ＢＯＤ，ＳＳ）の２種類のグラ

フ、数枚のイラストおよび数値データを準備す

るだけでグラフが表示できるので作業量が少な

くすむ。さらに、この方法は画像ファイルが少

ないのでファイル容量の圧縮にも寄与する。

今後は、大気汚染の「常時監視」のグラフも

モーションアイコンを用いて表示することを検

討していきたい。

次にファイル容量が７３MB（メガバイト：MB

＝１０ B）もあることが挙げられる。ビットマ６

図 １９ 地域図

図 ２０ ＢＯＤ変化グラフ

ップ形式の画像ファイルやリンクを多用したた

めに、ファイルサイズが大きくなったので、先

に述べた常時監視グラフ作成法の変更やリンク

を減らすなどファイル容量の圧縮についても検

討していきたい。

他にはソフトを作成する制作者の技術・知識

の程度やセンスなどによって、作品の仕上がり

に差が生じることがある。

また、このソフトでは普段、環境問題にする

機会が少ない県民などを対象に作成したつもり

であるが、ソフトを作成する際、対象者をどこ

に絞るかも重要である。

これらの課題を解決するには専門家（環境教

育関係など）の協力を得たり、市販されている

素材集などを利用することも検討すべきであ
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る。ただし、素材集を利用する際は著作権につ

いても十分留意する必要がある。

４．まとめ

今回、県民・事業者などを対象に、地球環境

問題、水質汚濁ならびに大気汚染に関する環境

教育ソフト「かんきょう９７」をオーサリング

ソフトにより作成した。

今後はより多くの県民が「かんきょう９７」

を利用できるようにするため、ＣＤ－ＲＯＭ化

やインターネット版の作成を手掛けたり、環境

問題の多様化・複雑化に対応するため内容の充

実、音声情報・動画の導入など一層の改良を進

めていきたい。
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Development of Software Relating to Public Awareness

in Mie Prefecture

YAMASHITA Akira,MAEDA Akira*,YOSHIOKA Osamu

and ARAKI Keiichi

Environmental education software for personalcomputers was developed,

inorder to support and promote environmental conservation activities conducted

by the prefectural and local governments and businesses of Mie Prefecture. The

development concept used for this software was to execute a comprehensible

explanation of global environmental issues and the current status of the

environment in Mie Prefecture, by means of simple graphs and maps. In

addition, it is presumed that many residents of the prefecture will be able to use

this software, since operation is very simple. We would like to distribute this

software in the future by putting it on CD-ROM and the Internet, to promote its

use by more Mie residents. This software will be revised when necessary.

*Social and Environmental Affairs Division,Kinan Branch Office


